
定例会中に開催 された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各 委員会で付託 された議案の審議結果は 9ペ ージ)

総務財政委員会

平成 32年度までの

過疎地域 自立促進計画

を策定

山倉委員長  廣方副委員長  永水委員

嘉

麻

市

過
疎

地

域

自

立

促

進

計

画

本
案
は
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法

の
失

効

期

限

が

平
成

３３
年

３

月

３‐

日
ま

で
延

長

さ

れ

た
こ
と
に
伴

い
、
嘉
麻
市

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

を
定
め
る
た
め
、
提
案
さ

れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
新
規
事

業
が

４９
事
業
、
継
続
事
業

が

７０
事
業
、
合
計

１
１
９

事
業

で
あ
り
、
そ
の
内
訳

は

ハ
ー

ド
事

業

８５
事

業

１
４
８
億

３
５
６
７
万
４

千
円
、
ソ
フ
ト
事
業

３４
事

業

６‐
億

８

２

５

０
万

３

千
円
と
な

つ
て
お
り
、
今

回
の
計
画
は
過
疎
対
策

に

係
る
事
業
だ
け
で
は
な
く

市

の
振
興
と

い
う
視
点

で

必
要
と
な
る
事
業
に

つ
い

て
計
上
し
て
い
る
と

の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
庁
舎
対
策

の
項
目
に
お

い
て

「
庁
舎

が
分
散
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
市

の
シ
ン
ボ

ル
的

な
中
心
市
街
地

の
形
成
を

図
る
こ
と
が
難
し
く
、
市

民

の

一
体
感

の
醸
成

へ
の

阻
害
要
因
と
も
な

つ
て
い

る
。
」
と
い
う
表
記
は
お
か

し
い
の
で
は
な

い
か
と

の

質
問
に
対
し
、
庁
舎
が
分

散
し
て
い
る
こ
と
が
中
心

市
街
地
形
成
が
図
れ
な

い

１

つ
の
要
因
で
は
な

い
か

と

い
う
意
味

で
記
載
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
庁
舎
建

設
と
併
せ
、
支
所
を
中
心

と
し
た
地
域
振
興
施
策
も

柱
と
し
て
計
画
を
進
め
て

お
り
、
特
定

の
地
域
だ
け

が
栄
え
る
よ
う
な
計
画
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

嘉
麻
市

の

一
体
的
な
地
域

振
興
施
策

の
あ
り
様
も
含

め
取
り
組
ん
で
い
る
と

の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

田中委員   中村委員田中委員

嘉 麻市過疎地域 自立促進計画

議会だより かまし(40号 )



員会

稲築スポーツプラザ

・稲築多目的運動広場

用途廃止

奉（一”一一）崚

囀（一一ワど審 社

会

体

育

施

設

条

例

の

一
部

を

改

正

す

る

条

例本
案
は
、
行
政
改
革
に

基
づ
く
施
設

の
統
廃
合
に

よ
り
、
稲
築

ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
及
び
稲
築
多
目
的
運

動
広
場
を
用
途
廃
止
す
る

こ
と
に
伴

い
、
条
例

の
所

要

の
改
正
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
条
例
中
、

「
稲

築

ス
ポ

ー

ツ
プ

ラ

ザ
」
及
び

「
稲
築
多

目
的

広
場
」
に
関
す
る
項
目
を

削
除
す
る
旨

の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
年
間
約

１

万
３
千
人

の
利
用
が
あ
る

が
、
利
用
者

へ
の
説
明
は

十
分
に
さ
れ
た

の
か
と

の

質
問
に
対
し
、
定
期
的
に

利
用
さ
れ
て
い
る
団
体
に

は
、

４
月
か
ら
稲
築
体
育

館
や
小
中
学
校
、　

４０
周
年

記
念
公
園

の
グ
ラ
ン
ド
等

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
調
整
を
図

っ
て
お
り
、

そ
の
他

の
不
定
期
に
利
用

さ
れ
る
団
体
や
個
人
に

つ

い
て
も
周
知
期
間
を
設
け
、

周
知
徹
底
を
図
る
旨

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
庁
舎
建
設

の

是
非
は
別
と
し
て
、
広
大

な
敷
地

の
中

で
、

ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
が
庁
舎
建
設

の

障
害
と
な
る
の
か
ど
う
か

わ
か
ら
な

い
中
で
、
廃
止

の
提
案
を
す
る
の
は
時
期

尚
早
で
あ
る
と

の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

新井冨1委員長

藤 委員

稲 築 ス ポ ー ツ プ ラザ稲 築 多 目的 運 動 広 場

出水委員

峠（一一”）一

市営住宅 26戸 及び

集会所 1戸 を用途廃止

市

営

住

宅

条

例

の

一
部

を
改

正
す

る
条

例

本
案
は
、
市
営
住
宅
及

び
集
会
所

の
老
朽
化
等
に

伴
う
用
途
廃
上
に
よ
り
、

住
宅
戸
数
及
び
集
会
所
数

が
減
少
し
た
こ
と
に
伴

い
、

条
文

の
整
理
を
行
う
た
め

提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
昭
和

３８

年
度

か
ら

昭

和

５３
年
度

ま
で
に
建
設
さ
れ
た
市
営

住
宅
を
用
途
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
。
内
訳
は
、
山

田
百

々
谷
団
地

１
戸
、
山

田
あ
さ
ひ
が
丘
団
地

３
戸
、

山
田
ゆ
う

ひ
が
丘
団
地

７

戸
、
稲
築
奈
良

ケ
坂
団
地

２
戸
、
稲
築
大
坪
団
地

７

戸
、
碓
井
古
賀

ノ
谷
団
地

３
戸
、
嘉
穂
寺

の
前
団
地

３
戸
及
び
稲
築
大
坪
団
地

内

の
集
会
所
１
戸
で
、
合

計

７
団

地

２６
戸

及

び
集

会
所
１
戸
で
あ
る
。

集
会
所
に

つ
い
て
は
、

昭

和

４３
年
度

に
建

設
さ

れ
た
も

の
で
あ
り
、
地
元

行
政
区
か
ら
老
朽
化
に
よ

り
管
理
に
支
障
を
来
た
し

て
お
り
、
現
在
は
使
用
し

て
い
な

い
。
ま
た
、
大
坪

団
地
内
に
は
別

の
集
会
所

も
あ
る
た
め
、
当
該
集
会

所
は
撤
去
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た

と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

員会
北冨委員長

稲築大坪 団地 内集会 所山 田ゆ うひが丘 団地

議会だより かまし(40号 )
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